




経済研究所 / Institute of Developing





















リカにおける過去の人権侵害の犠牲者やその家族、そして人権団体は、真相究明と加害者の処罰による正義を求め、彼／彼女たちの闘いは今日に至るまで続いてきた。本稿では、二〇一四年から二〇一五年にかけて筆者が訪れたアルゼンチン、メキシコ、ペルーを取り上げ 過去の人権侵害にまつわる場所や記憶のための取り組みを 写真 文章で紹介したい。
ラテンアメリカ
 ―過去の人権侵害の












ような市民 誘拐 体系的に行う軍の秘密施設が全国に作られた。こうした施設は現在、 「拘留・拷問・絶滅のための秘密施設」 （以下、 「拷問拘留所」と記載）と呼ばれる。ピーク時にはアルゼンチン全土で六〇〇以上 拷問拘留所が存在 が、なかでも最大規模の拷問拘留所として軍政期全体を通じて機能し、約五 〇人にのぼ 最多の犠牲者 出したのが、首都ブエノスアイレス市内にある海軍機関学校（Escuela de M




grupo de tareas ）が活動し、主に囚人が拘留
され、拷問を受けたのは 将 宿舎であった。最終的に殺害された囚人には 薬を飲まされ、生き まま飛行機から海に落とされた者もいた。 いわゆる 「死の飛行」である。　
アルゼンチンでは、過去の人権侵害に関する加害












よる事実上の一党支配体制は、左翼や農村ゲリラ、学生たちの運動を、ときに強く弾圧した。都 部における弾圧をもっともよく象徴するのが、トラテロルコ事件であ 。メキシコ・オリンピック開催を目前に控えた一九六八年一〇月二日、首都メキシコシティ中心部に近いトラテロルコ広場で、学生デモに対する軍の発砲 より二五〇人以上が犠牲となり、多くの市民が軍・警察によって拘束された。　
このトラテロルコ広場に隣接する旧外務省跡地に、













き、これまでに数万ともいわれる一般市民が巻き込まれて犠牲となった。アルベルト・フジモリ政権下の一九九一年一一月 リマ中心部に近い貧困地区で起こったバリオス・アルトス事件では、民家の建物一階でパーティをしていた民間人（武装勢力と関係のない一般市民）に軍が銃を乱射し、こどもを含む一五人が殺害され 。一九九五年にフジモリ政権が制定した恩赦法によって反乱鎮圧にかかわる一切の人権侵害が免罪されると、同事件の容疑者も釈放されるが、その後二〇〇一年に米州人権裁判所がバリオス・アルトス事件に関す 判決のなかで、恩赦法が米州人権条約違反のため法的に無効であると認定し、事件の捜査 再開された。拘束力のある国際判所の判決が恩赦法を無効とした初めて ケースであり、こうした経緯からも、同事件はペルー 移行期正義の過程で重要な位置 占める。　
ペルーでもまた、真相究明委員会や市民団体によ
って、写真展などを通じ 過去の 記憶が試みられている。最近では「記憶、寛容 社会的包摂のための場所」と呼ばれる公的施設が開設された。　
以上本稿では、ラテンアメリカ三カ国の移行期正
義に関連する場所や、記憶のための取り組みを紹介した。ブエノスアイレスにある「記憶の公園」を訪れると、長い壁に刻まれた犠牲者 名前 脇に 黄色い造花が挿してあるのが目にとまった。きっと家族や親しかっ 友人が捧げたものだろう。残酷 人権侵害が決して遠い昔の歴史ではなく 現在進行形の出来事なのだと、はっとさせられる瞬間だった。付記：草稿を読んで間違いを正してくださった大串和雄、出岡直也の両氏に心より感謝 ます。本稿は科研費
26780092
の助成を受けた研究成果の一部です。
「68 年記念館」内の、牢獄をイメージした展示の様子
バリオス・アルトス事件の建物（リマ）
　　　　　　　　　　　　　（撮影：出岡直也）
バリオス・アルトス事件の建物内部。1 階中央部分で、軍による民間人の
殺戮が起こった
ペルーの真相究明委員会主導で開設された人権侵害の
写真展 “Yuyanapaq”（ケチュア語で「記憶するために」） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（撮影：大串和雄）
